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新設共同持株会社を設立し、株式会社セルシスと経営統合 

ArtSpark HD 
アートスパークホールディングス 

新設共同持株会社 

（両社共通のキーワード・事業グランド） 

株式会社エイチアイ 
 
 
 
 

ミドルウェアとユーザインターフェース
の リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー 

株式会社セルシス 
 
 
 
 

グラフィックコンテンツ分野における 
 トータルソリューションプロバイダー 

Spark 

Art 
デザイン＆テクノロジー 

活気、ひらめき、輝き 

時代・技術の変化に 
対応できる 

強い企業体質へ 

グラフィックス関連技術
の 

ＮＯ.１企業へ 
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新設共同持株会社の概要および日程 

内 容 日 程 

株式移転計画の承認取締役会 2011年11月25日 

株式移転計画作成及び統合契約書の締結 2011年11月25日 

株式移転計画の臨時株主総会 2012年  1月26日（予定） 

大証JASDAQ上場廃止日 2012年  3月28日（予定） 

共同持株会社設立登記日 2012年  4月  2日（予定） 

共同持株会社上場日（東証） 2012年  4月  2日（予定） 

項 目 予 定 

商号 アートスパークホールディングス株式会社 

代表取締役及び役員 

代表取締役会長 川端 一生 

代表取締役社長 村上 匡人 

他 取締役 セルシス・エイチアイから各2名 

資本金 10億円 

事業年度末日 12月31日 

◆ 新設会社の概要 

◆ 日程 

株式会社 
アートスパークホールディングス 

 
 
 
 
 
 管理部門機能 など 

グループ戦略会議 

技 術 戦 略 会 議 

株式会社 
エイチアイ 

株式会社 

セルシス 
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経営統合の背景 

● スマートフォンの出荷台数・ 
    市場シェアの拡大の急拡大 

● タブレット機器、超薄型軽量 
   のノートＰＣ等の登場 

   高速・安価なネット回線や 
   ストレージサービスの伸長 

フィーチャーフォンの 
出荷台数の減少 

フィーチャーフォン向け 
領域での収益減少 

ネット利用環境の多様化と 
マネタイズ・ポイントの変化 

● 国際標準WebGL（ＨＴＭＬ5）への移行と 
    対応ブラウザの増加 

新規製品の開発の必要性 
既存製品の国際標準対応の必要性 

● 各種デバイスのＯＳで 
  Ａｎｄｒｏｉｄ利用が増加 

Ａｎｄｒｏｉｄ向け製品・ソリューションの 
開発強化の必要性 

● リッチコンテンツの増加に伴い 
  グラフィックス処理技術への 
  需要の高まり、多様化 

2Ｄ技術・3Ｄ技術の融合、 
処理技術の高度化の必要性 

5 
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経 営 統 合 

株式会社エイチアイ 株式会社 セルシス 

経営統合の目的と効果 

相互事業の売上拡大 

投資の選択と集中 

重複分野の合理化による生産性向上 

コア技術の相互活用による製品・サービス
ラインアップの拡充と顧客満足の実現 

事業構造改革・組織の統廃合等の効率化よる、生産性・収益性の高いオペレーションの実現 

一貫した戦略技術投資による開発負担の軽減と新事業創出機会の拡大 

ノウハウ・人材を結集による開発技術力、営業力の向上 

両者の経営資源の横断的な活用による 
既存事業領域での拡張と新規事業の創出 

2Ｄグラフィックスにおける 
アプリケーション技術 

3Ｄグラフィックスにおける 
・ミドルウエア技術 
・デザイン力 

強みと特徴 強みと特徴 

6 
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相互事業の売上拡大 ・・・ 既存製品の強化と、ビジネス領域の拡大 

３Ｄ 

Graphics技術 

２Ｄ 

Ｂ to Ｃ 

Ｂ to Ｂ 

術 
技 

ア 
コ 

ビジネス領域拡大 

既存製品の強化 
 

ビジネス領域拡大 

既存製品の強化 

● ミドルウェア事業 
● アプリケーション事業 

● 電子書籍サポート事業 
● クリエイターサポート事業 
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ex)CG制作ツール等に 
   ＨＩの要素技術を活用 

ex)ＵＩ Framework等の 
   2Ｄ機能を強化 
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マンガ制作ソフトウェアNo.1 

携帯コミック配信ビューアNo.1 

アニメ制作ソフトウェアNo.1 
携帯向け3Ｄ描画ｴﾝｼﾞﾝNo.1 
3ＤによるＵＩ開発力 
3D活用プラットフォーム開発力 

2Ｄグラフィックスにおける 
アプリケーション技術 

強みと特徴 

3Ｄグラフィックスにおける 
・ミドルウエア技術 
・デザイン力 

強みと特徴 

ミドルウェア 
電子書籍ビューア 

３Ｄアバター 
プラットフォーム 

サービス 
プラットフォーム 

アニメ・マンガ制作 
ソフトウェア 

マチウケ 
きゃらり★ 

ゲーム 

３Ｄ描画 
エンジン 

ＵＩ開発ソリューション 

サービス 
アプリケーション 

クリエイターの 
創作活動支援 
サイト「ＣＬＩＰ」 
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相互事業の売上拡大 ・・・ 製品・サービスのラインアップ拡充 
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投資の選択と集中 ・・・ 技術戦略会議の設置 

研究開発の共同化 

技術・ノウハウの融合 

要素技術の相互利用 

中長期的な研究開発 
テーマの選択 

研究開発成果の 
事業化・製品化の意思決定 

ホールディングスに技術戦略会議を設置し、一貫した戦略技術投資を実施 

研究開発テーマ・開発費用の拡大 
両社のノウハウ・顧客ニーズの集約 
による新事業創出機会の拡大 

両社の既存技術の相互活用・融合 
重複した分野での研究開発一本化 
による開発コスト負担の軽減 
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経 営 資 源 の 結 集 に よ る 
変 化 に 適 応 で き る 
事 業 総 合 力 の 獲 得 

事 業 の 構 造 改 革 と 
オペレーションの向上による 
収 益 力 の 強 化 ・ 拡 大 

グループ戦略の強化、重複分野の合理化と生産性の向上 

● グループ全体の戦略・意思決定 

● グループ全体の事業ポートフォリオ管理 

● 子会社の業績および事業進捗の管理 

● ガバナンス機能・コンプライアンス体制の強化 

● 人材、資金、知的財産、情報など経営リソース 
  の横断的な有効活用 

● 情報システム機能・開発環境の向上などに 

  向けた投資コストの重複を削減 

● 管理部門等の統合による経営コスト削減 

重複分野の合理化と生産性向上 グ ル ー プ 戦 略 会 議 の 設 置 
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多様な製品、サービス、アプリケーションを集積した 
新たなビジネスモデルの構築による企業価値の最大化 

経営統合効果による企業価値の最大化 

ArtSpark HD 

製品群の多様化 サービスの多様化 

エイチアイ セルシス 

グラフィックス関連技術
の 

ＮＯ.１企業 

時代・技術の変化に 
対応できる 

強い企業体質 

11 

新たな事業領域 
の創出 

各製品・ｻｰﾋﾞｽ 
領域での 

Ｎｏ.１ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ 
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2012年3月期 

第2四半期累計期間 

 
決算情報 



©2011 HI CORPORATION. All Rights Reserved 13 

単位：百万円 11/3期 2Q累計 12/3期 2Q累計 前年同期比 概  要 

売上高 786 630 △155 
国内外のスマートフォンの急速な台頭により、フィーチャー
フォン（従来型の多機能携帯端末）向けのライセンス収入
が低下したこと等により、前年同期比で減収。 

売上総利益 227 50 △177 
高利益率のライセンス収入が減少したことにより、売上総
利益が低下。 

販管費 369 365 △3 
研究開発費や賃借料の低減など業務の効率化やコスト 

削減に努め、前年同期比で横ばい。 

営業利益 △141 △315 △173 

減収に伴う売上総利益の減少で、前年同期比で減少。 

経常利益 △151 △317 △165 

四半期純利益 △168 △324 △155 
若干の特別利益、特別損失が発生したものの、 

ともに大きな影響なし。 

２０１２年３月期 第２四半期累計期間 連結損益計算書の状況 

期初の想定通り、スマートフォンの台頭により、ライセンス収入が減少したことで、前年同期比で減収減益。 
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単位：百万円 11/3期 2Q累計 12/3期 2Q累計 前年同期比 

国内 ライセンス/サポート 339 164 △174 

海外 ライセンス/サポート 162 92 △69 

ミドルウェア受託 他 60 174 ＋113 

ミドルウェア事業 売上高 562 431 △130 

ミドルウェア事業 営業利益 141 △6 △147 
※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値 

ミドルウェア事業の状況 ： 売上構成とセグメント営業利益 （連結） 

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発 他 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業  営 業 利 益 

スマートフォンの台頭により、フィーチャー
フォンの出荷台数が大きく減少し、ライセ
ンス収入は前年同期比で減少。 
家電等からのライセンス収入は、計画通り 
堅調に推移。 

引き続き外注費の見直し、販管費の削減等に努めたものの、高利益率のライセンス収入の減少により、前年同期比で減益。 

デジタル家電等、携帯電話関連ともに 
受託開発が増加し、前年同期比で大幅に 
増加。 

海外ライセンス収入 

マスコットカプセルの出荷台数の減少に加え、 
円高の影響で円換算時の売上高が減少し、 
前年同期比で減少。 

ﾌｨ-ﾁｬｰﾌｫﾝからのﾗｲｾﾝｽ収入減により、国内外のﾗｲｾﾝｽ収入が減少。家電等からのUI受託開発は増加。 
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単位：百万円  11/3期 2Q累計 12/3期 2Q累計 前年同期比 

受託開発/運用収入 164 105 △59 

ロイヤリティ収入 他 59 93 ＋34 

アプリケーション事業 売上高 224 198 △25 

アプリケーション事業 営業利益 △35 △69 △33 

受注状況は好調に推移。また、サービスロイヤリティ収入も増加したものの、納期の期ズレにより減収減益。 

※セグメント売上高は、「消去又は全社」調整後の数値 

アプリケーション事業の状況 ： 売上構成とセグメント営業利益 （連結） 

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入 他 

携帯電話向けゲームの受託開発の減少が主因。 

サービスプラットフォーム（SP）受託やサービス開発については、 

ほぼ計画通り。 

携帯電話向けゲームからのロイヤリティ収入は減少したものの、 

「i マチウケ3Dきゃらり★」などの「アバター関連」サービス収益が 

増加。 

また、デザイン収入も増加し、アプリケーション事業の増収に貢献。 

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業  営 業 利 益 

減収による売上総利益の減少、受託開発における受注損失引当金（△4百万円）の繰り入れ等により、営業利益は前年同期比で減益。 
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ﾐﾄﾞﾙ事業：家電等のUI受託開発が増加。ｱﾌﾟﾘ事業：ロイヤリティ収入は増加したものの、前年同期比で減収。 

単位：百万円 

「消去又は全社」調整後の数値 11/3期 2Q累計 12/3期 2Q累計 

ライセンス/サポート 55 27 

ＵＩ受託開発 他 45 76 

ミドル事業 （ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電関連） 100 103 

SP受託、アバター関連 等 151 132 

自社ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ 他 2 12 

アプリ事業（ｻｰﾋﾞｽ関連） 153 145 

新 領 域 売 上 高   合 計 254 249 

☆ 新領域の売上構成比の推移 

新領域の状況：売上高と売上構成比の推移 

39.6% 

新領域 

携帯電話関連 

12/3期 2Q 

32.4% 

新領域 

携帯電話関連 

11/3期 2Q 

アプリ事業：前年同期比で減収 

ミドル事業：前年同期比で微増 

当期のアプリケーション事業は、前期比で 

増収・増益となる見込み 

当社のライセンス製品が搭載された機種の販売の 
端境期となり、ライセンス収入は一時的に減収。 
一歩、ＵＩ受託開発は順調に拡大。 

スマートフォンの急速な伸びにより、 
フィーチャーフォンからの収益が減少 
する中、着実に事業の柱として成長 

受託開発収入が減少したものの、サービスロイヤリティ、 
アバター関連の売上高が成長し、安定的に収益計上 
できる体制へ 

車載機器向け、業務用カラオケ向け、デジタル 

一眼カメラ向けなどに加え、今後もさらに領域を 

拡大 
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単位：百万円 11/3末 11/9末 増 減 

負     債 347 475 128 

流動負債 279 359 79 

買掛金 43 42 △0 

短期借入金 
（1年内長期借入金含む） 

133 246 113 

その他 102 69 △32 

固定負債 67 116 48 

純 資 産 2,187 1,866 △320 

株主資本 2,221 1,898 △323 

評価換算差額等 △34 △32 2 

負 債 純 資 産 合 計 2,534 2,342 △192 

単位：百万円 11/3末 11/9末 増 減 

流 動 資 産 1,885 1,714 △170 

現預金 1,417 1,430 12 

売掛金 414 175 △239 

たな卸資産 14 61 47 

その他 37 47 9 

固 定 資 産 649 627 △21 

有形固定資産 35 32 △2 

無形固定資産 209 189 △19 

投資その他の資産 404 405 0 

資 産 合 計 2,534 2,342 △192 

連 結 貸 借 対 照 表 の 状 況  
現在の低金利状況を利用して借入れを実施し、今後の戦略を加速するために、一定の手元資金残高を維持。 

17 

固定資産の状況 純資産の状況 

流動資産の状況 負債の状況 

自 己 資 本 比 率：79.7% 

1株当たり純資産：60,252円47銭 

第2四半期では、短期借入80百万円 
長期借入100百万円を新規で実施 

前期末の売掛債権の回収により、売掛金が減少 

大きな変動はなし 
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2012年3月期 
 

業績予想 
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２０１２年３月期 連結業績予想 

単位：百万円 
11/3期 連結 

実 績 

12/3期 連結 

計 画 11/3期比 

連結売上高 2,210 2,060 △150 

連結営業利益 115 △200 △315 

連結経常利益 102 △200 △302 

連結当期純利益 76 △205 △281 

今後の方向性と、次の成長に向けた先行投資を当期から実施すること等により、赤字予想を見込む。 

● 本年度は赤字予想となるが、次年度以降の成長のために当期からの着手が不可欠と判断。 

  ※ 期初の業績予想から修正はございません。 
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２０１2年３月期 業績予想のポイント 

スマートフォンの急拡大により、国内外ともフィーチャーフォン向けビジネスの減収が大きく影響。 

○ 連結営業利益・経常利益予想 

○ 連結当期純利益予想 

○ 連結売上高予想 

ライセンス収入減による売上総利益の低下、将来に向けた先行投資の実施 

● ライセンス収入の減少により、売上総利益の低下を見込む。 

● 将来に向けた必要不可欠な先行投資として、研究開発費や営業強化の費用が増加。 

● その他費用については、引き続きコスト削減に努めるものの、当期については営業・経常利益は赤字を予想。 

大きな特別損失等の見込みはなし 

● 大きな特別損失等は見込んでいないものの、営業・経常利益の低下により、当期純利益は赤字を予想。 

新領域からの売り上げ増は見込むものの、フィーチャーフォン向けのライセンス収入減が大きく影響 

● スマートフォンの急速な拡大により、フィーチャーフォンからのライセンス収入減を見込む。 

● アプリケーション事業については、サービスロイヤリティ収入など、サービス側からの売上拡大を見込む。 

● 中期戦略として取り組んできた新領域からの売上高は、ミドルウェア・アプリケーション両事業とも増加を見込むが、 

  ライセンス収入の減少をカバーするには至らず、前期比減収を予想。  
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単位：百万円 

11/3期 連結 12/3期 連結 

実 績 計 画 11/3期比 

ミドルウェア事業 1,469 1,143 △326 

アプリケーション事業  783 917 +134 

消去又は全社 △42 - 42 

売上高 2,210 2,060 △150 

ミドルウェア事業 945 928 △17 

アプリケーション事業  707 786 +79 

消去又は全社 441 546 +105 

営業費用 （売上原価 ＋ 販管費） 2,095 2,260 ＋165 

ミドルウェア事業 523 215 △308 

アプリケーション事業  75 131 +56 

消去又は全社 △484 △546 △62 

営 業 利 益 115 △200 △315 

事業セグメント別の計画 ： 売上高・営業費用（売上原価＋販管費）・営業利益 

売上高予想 

営業利益予想 

営業費用予想 

ミドル事業 ：減益となるものの、営業黒字は 
        維持 

アプリ事業：売上の増加とともに営業利益 
        の増加を見込む 

ミドル事業 ：新領域のライセンス収入が増加 
         するものの、スマートフォンの影響   
        による従来型ライセンス収入の 
        落込みが大きく減収。 

アプリ事業：サービスロイヤリティの増加、受託 

        開発の増加により、引き続き増収 
        を見込む。 

ミドル事業 ：今後の方向性に基づく新規開発 
        や営業強化に向けた人件費増等 
                     により営業費用が増加。 
アプリ事業：売上増に伴う原価増が主因 
消去・全社：研究開発費や人件費の増加 
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多様なデジタル・デバイス、多様な事業領域で、収益の柱を確立 

新領域での構成比が年々拡大。当期もアプリ事業が成長し、複数の収益の柱を持つ安定した成長企業へ。 

ア プ リ 
既 存 

ミ ド ル 
既 存 

ミ ド ル 
既 存 

新領域の売上構成比 

41% 
新領域の売上構成比 

33% 

2011年3月期 2010年3月期 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

： 65% 

： 35% 

： 67% 

： 33% 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

新領域の売上構成比 

55% 

2012年3月期（予） 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

： 55% 

： 45% 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

ア プ リ 
既 存 ア プ リ 

既 存 
ミ ド ル 
既 存 

アプリ 
新領域 

ミドル 
新領域 
22% 33% 

アプリ 
新領域 

ミドル 
新領域 
12% 21% 

アプリ 
新領域 

17% 24% 

ミドル 
新領域 
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本資料は、当社の事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の

投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は決算データ・会社データについては2011年9月30日

現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見/予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、

その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後、予告なしに変更されることがあります。 

【IR窓口】 管理部 

 Tel：03-3710-2985 

 Email：ir@hicorp.co.jp 
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